
令和７年１月

第７次行財政改革大綱実施計画（R2～R6）

令和５年度取組状況

基本方針１

「安定した財政基盤の確立」

基本方針２

「効果的・効率的な行政運営」

基本方針３

「多様な人材・団体の活躍支援」

第７次行財政改革大綱の基本方針「安定した財政基盤の確立」、「効果的・効率的な行政運営」、「多

様な人材・団体の活躍支援」に基づき次のとおり取り組みを進めました。

【主な取組】

・財政運営見通しの策定

・財政指標の目標達成

実質公債費比率

７．８％（目標７．５％未満維持）

将来負担比率

５．５％（目標６０％未満維持）

・未利用財産の活用

遊休地等の売却、貸付

（売却、貸付収入）

５５４，９２４千円

・効率的な資金運用

（運用収入）

１２，０２３千円

・ふるさと納税制度の活用

寄附額５６４，８０４千円

【主な取組】

・職員の定員適正化（各年度４月１日）

（普通会計職員数）

Ｒ４:９５０人

Ｒ５:９３８人（▲１２人）

・総合事務システムの導入

令和５年１２月～：電子決裁、文書管理、

令和６年 １月～：庶務事務

令和６年１０月～：グループウェア

令和７年度以降 ：財務会計、人事給与

・証明書等セルフ交付端末の設置（本庁設

置：令和４年８月～ 各支所令和５年８

月～）➡昨年度も掲載

・ＲＰＡ・ＡＩ-ＯＣＲの活用

削減時間約１，２７７時間

・ＡＩ議事録作成支援システムの活用

削減時間約１６６時間

【主な取組】

・市民活動支援事業の推進

（団体数累計）

Ｒ４:６６団体

Ｒ５:６７団体（＋１団体）

・マイナンバーカードの取得促進

（取得率）

Ｒ４:７１．６％

Ｒ５:７５．０％（＋３．４％）

・ＳＮＳを活用した情報発信

（LINE登録者数）

Ｒ４:４２，４２９人

Ｒ５:４４，０５２人（＋１，６２３人）

・スマート公民館の整備

公民館26館にwifiを整備し、7館にオンラ

イン予約を、6館にスマートロックのシス

テムを導入


